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デバイスパッケージについて
Application Policy Infrastructure Controller（APIC）は、サービスデバイスの設定およびモニタリ
ングにデバイスパッケージを必要とします。Cisco APICにサービスの機能を追加するには、
デバイスパッケージを使用します。デバイスパッケージは、単一クラスのサービスデバイス

を管理し、デバイスとその機能に関する情報を Cisco APICに提供します。デバイスパッケー
ジは次の項目を含む zipファイルです。

次を定義する XMLファイル：

•デバイスプロパティ：

• [Model]：デバイスのモデル。

• [Vendor]：デバイスのベンダー。

• [Version]：デバイスのソフトウェアバージョン。

•ロードバランシング、コンテンツ切り替え、および SSL終端
などの、デバイスによって提供される機能。

•各機能のインターフェイスおよびネットワーク接続情報。

•デバイス設定パラメータ。

•各機能の設定パラメータ。

デバイス仕様
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CiscoAPICとデバイスのやりとりに使用されるPythonスクリプト。
Cisco APICイベントは、デバイススクリプトで定義した機能呼び
出しにマッピングされます。デバイスパッケージには、複数のデ

バイススクリプトを含めることができます。デバイススクリプト

は、REST、SSH、または、同様のメカニズムを使用して、デバイ
スと連携できます。

デバイススクリプト

ベンダーによって指定されたデフォルト値を持つ機能パラメータ。

これらのデフォルト値を使用するように機能を設定できます。

機能プロファイル

デバイスに必要なパラメータを指定するコンフィギュレーション

ファイル。この設定は、デバイスを使用している 1つ以上のグラ
フで共有できます。

デバイスレベル設定パラ

メータ

デバイスパッケージを作成できます。または、デバイスベンダーか Ciscoによって提供され
るものを使用できます。

次の図では、デバイスパッケージと Cisco APICの関係について説明します:

図 1 :デバイスパッケージと、Cisco APIC

デバイスのスクリプトでの機能は、次のカテゴリに分類されます。

•デバイス/インフラストラクチャ：デバイスレベルの設定とモニタリングを行うため

•サービスイベント：デバイス上でサーバのロードバランサまたはセキュアソケットレイ
ヤなどの機能を設定するため

•エンドポイント/ネットワークイベント：エンドポイントとネットワークの接続/接続解除
イベントを処理するため
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Cisco APICは、デバイスパッケージで提供されたデバイス構成モデルを使用して、デバイス
スクリプトに適切な構成を渡します。デバイススクリプトハンドラは、RESTまたは CLIイ
ンターフェイスを使用してデバイスと連解します。

図 2 :デバイススクリプトがサービスデバイスと連携する方法

デバイスパッケージにより、管理者は次のサービスの管理を自動化することができます。

•デバイスの接続と切断

•エンドポイントの接続と切断

•サービスグラフのレンダリング

•ヘルスモニタリング

•アラーム、通知、ロギング

•カウンタ

デバイスパッケージとデバイスパッケージを作成する方法の詳細については、『Cisco APIC

Layer 4 to Layer 7 Device Package Development Guide』を参照してください。

REST APIを使用したデバイスパッケージのインストール
デバイスパッケージは HTTPまたは HTTPS POSTを使用してインストールできます。
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手順

デバイスパッケージをインストールします。

• HTTPが Application Policy Infrastructure Controller（APIC）で有効になっている場合の POSTの URLは
次のとおりです。

http://10.10.10.10/ppi/node/mo/.xml

• HTTPSが APICで有効になっている場合の POSTの URLは次のとおりです。
https://10.10.10.10/ppi/node/mo/.xml

メッセージには有効なセッション Cookieが必要です。

POSTの本文にはアップロードされるデバイスパッケージを含める必要があります。POSTで許可されるの
は 1つのパッケージだけです。

GUIを使用したデバイスパッケージのインポート
サービスグラフに基づいていかなる設定も実行する前に、適切なデバイスパッケージを

Application Policy Infrastructure Controller（APIC）にダウンロードしてインストールする必要が
あります。デバイスパッケージは、所有しているデバイスと、そのデバイスで何が実行できる

かを Cisco APICに対して指定します。

3.1(1)リリース以降では、クラウドオーケストレータモードを使用するデバイスパッケージ
を選択すると、よりシンプルなインターフェイスが提供されます。クラウドオーケストレータ

モードデバイスパッケージは、Cisco APICで自動的に作成されます。デバイスパッケージが
誤って削除された場合、もう一度アップロードすることができます。クラウドオーケストレー

タモードの設定も参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 適切なデバイスパッケージをダウンロードします。パートナーのリストは、次の URLにあります。

https://www.cisco.com/c/en/us/solutions/data-center/data-center-partners/index.html

この URLは、適切なデバイスパッケージをダウンロードできる [Partner Ecosystem]ページです。

ステップ 2 プロバイダー管理者として Cisco APICにログインします。

ステップ 3 メニューバーで、[L4-L7サービス（L4-L7 Services）] > [パッケージ（Packages）]を選択します。
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cisco-apic-layer-4-to-layer-7-services-deployment-guide-50x_chapter21.pdf#nameddest=unique_17
cisco-apic-layer-4-to-layer-7-services-deployment-guide-50x_chapter21.pdf#nameddest=unique_17
https://www.cisco.com/c/en/us/solutions/data-center/data-center-partners/index.html


ステップ 4 [Navigation]ペインで、[L4-L7 Service Device Types]をクリックします。

ステップ 5 [ワーク（Work）]ペインで、[アクション（Actions）]> [デバイスパッケージのインポート（Import Device
Package）]を選択します。[Import Device Package]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 6 [Browse...]をクリックし、使用するデバイスパッケージを参照します。

デバイスパッケージの作成については、『Cisco APIC Layer 4 to Layer 7 Device Package Development Guide』
を参照してください。

ステップ 7 [開く（Open）]をクリックします。

ステップ 8 [Submit]をクリックします。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


